
 

 

「高椋みんなのやくそく」の見直しについて 

 

 「高椋みんなのやくそく」の見直しを予定しています。見直しに際して、子ども

達の意見を取り入れようと思っています。先日、５年生、６年生にきまりの意味を

考えてもらった後、意見を募集しました。９０以上の意見が集まりましたので、見

直しの参考にします。 

 子ども達から出た主な意見は次のとおりです。 

 

＜子ども達からの意見＞ 

○服装に関すること 

 通年の体操服登校や制服の是非に関する意見が多かったです。少数意見として靴

下の柄や髪留めのゴム、ネッククーラー等の取り扱いについての見直しを求める意

見がありました。 

○校区外への外出について 

 自転車に乗ってもよい範囲の見直し、校区外の施設の利用の許可について、多く

の意見がありました。 

○学習用具について 

 特にシャープペンシルの許可についての意見が多かったです。 

○その他 

 自転車登校許可や集団登校をなくすといった登下校に関する意見がありました。

出かけるときに行き先や遊ぶ相手を伝えるという意見もありました。 

 

 子ども達には意見に合わせて見直してほしい理由も尋ねました。きまりの意味を

考えながら見直しを訴える子や、自分がしたいことを優先させている子もいまし

た。きまりの意味について考えることができる機会にしたいと思います。 

安全面などから、意見をすべて取り入れることは難しいですが、子ども達の意見

を取り入れながら見直しを行います。決定しましたら、お知らせします。 


